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 いたち川に入って遊ぶことでいたち川の良さを見つけ

たり、ペットボトルで作ったイカダで川下りをしたりしまし

た。その中で、OTASUKE 隊や、土木事務所の方にお

話を聞き、いろいろなことを考えました。 

また、上郷宿泊体験学習を利用して、いたち川を

源流まで歩いて溯りました。 

いたちかわらばん８０号記念展示会では、 

 

 

 

  

 

＜いたち川について学習をして＞ 

○昔に比べて、とてもきれいになったことを知りました。

これからは、和久井さんが言っていたように、「みん

なが遊べる川」にしていきたいです。 

○展示会で、いたち川の歴史や風景などいろいろなこ

とを学べました。身近にあるいたち川のことをもっと

知り、大切にしていきたいと改めて思うことができま

した。 

○自分たちでムービーを作ったことで、いたち川の良さ

を知ることができました。これからも素敵な川を大切

にしていきたいです。 

○はじめは、いたち川のことをあまり知らなかったけど、

今は、「いいところだな～」と思っています。川にいろ

いろな工夫があってすごいと思いました。 

○いたち川の良さを知ることができ、いたち川のすごさ

が改めてわかってよかったです。これからもいたち

川を大切にしていきたいです。 
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【ペン画 宗森英夫】 集合場所：桂山公園バス停（ヨーカドー側） 

参 加 費：100 円（保険料等） 

持 ち 物：飲み物、雨具、お弁当 

参加人数：20 名（先着順）             

参加要領：参加希望者は、葉書、メール、FAX で住所・ 

     氏名・性別・電話番号を明記の上、 

     平成 31 年 4 月 10 日（水）までに下記に応募 

     して下さい。（当日消印有効） 

応 募 先：〒247‐0005 栄区桂町 303‐19 

     （電話）894‐8161 （FAX）894‐9127 

     （アドレス）sa-kikaku@city.yokohama.jp 

     栄区役所区政推進課企画調整係担当 

※内容については、和久井（いたち川 OTASUKE 隊、080‐3498‐0552)まで 

☆初夏ウオーキング募集☆ 

“ジャケツイバラ”の花を見に行こう“ 

日  時：平成 31 年 5 月 8 日（水）（昨年暖冬で咲き終わり

鑑賞できませんでしたので今年再挑戦いたします。） 

ジャケツイバラの花は鮮やかな黄色で 30cm にもなる花

序が葉の上に連立している様は、シャンデリアを逆さまにし

たような素晴らしい花です。地域によってこの植物が激減し

ていることで絶滅危惧種に指定されています。 

天神橋 9：47（上之行）→桂山公園バス停 10：00→（徒

歩）荒井沢市民の森内を散策→皆城山山頂→ジャケツイ

バラ鑑賞→荒井沢溜池後→極楽広場（昼食休憩）→炭焼

き広場→桂台公園バス停（解散） 

＊雨天中止。中止の場合は、前日ご連絡します。 

いたち川の良さを伝えよう！ 

上流からみた「いたち川橋」 
ジ
ャ
ケ
ツ
イ
バ
ラ 
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通刊 81 号 

 

新
た
な
前
進
を
め
ざ
し
て 

 

「
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
」
は
前
号
で
八
十
号
と
な
り
、
発
刊
二
十
年
余

り
と
な
り
ま
し
た
。
二
十
年
余
り
と
い
う
と
、
「
お
ぎ
ゃ
ー
」
と
生
ま
れ

た
子
が
、
二
十
歳
と
な
り
、
成
人
式
を
迎
え
る
と
い
う
年
月
で
、
決
し
て

短
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
間
、
い
た
ち
川
も
い
ろ
い
ろ
と
変
化
し
ま
し

た
。
護
岸
工
事
が
進
み
、
両
岸
が
整
備
さ
れ
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
、
両
岸
の

散
策
路
（プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）
も
舗
装
さ
れ
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 

い
た
ち
川
は
水
と
触
れ
合
う
場
所
を
多
く
設
け
、
親
水
対
策
が
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
散
策
路
に
は
、
川
に
親
し
め
る
よ
う
に
、
彫
刻
や
栄
区
内

の
昔
話
の
案
内
板
、
橋
と
橋
の
距
離
表
示
板
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
平
成

十
七
年
に
は
い
た
ち
川
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
タ
ッ
チ
ー
く
ん
」

が
誕
生
し
て
区
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

い
た
ち
川
程
度
の
河
川
は
、
横
浜
市
に
何
本
も
あ
り
、
神
奈
川
県
内

で
は
何
十
本
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
全
国
で
は
何
百
本
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
「
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
」
の
よ
う
な
情
報
誌
を
持
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
あ
れ
ば
、
お
互
い
に
情
報
誌
を

交
換
し
た
り
、
交
流
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
」
に
は
、
お
手
本
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
毎
号
手

探
り
で
編
集
し
て
い
ま
す
。
頼
り
に
な
る
の
は
読
者
の
皆
さ
ん
の
投
稿
で

す
。
栄
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
ま
で
、
ど
し
ど
し
お
便
り
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【い
た
ち
川
O

T

A

S

U

K

E
隊
員
を
募
集
】 

 

い
た
ち
川
O

T

A

S

U

K

E
隊
は
、
栄
区
の
自
然
や
歴
史
な
ど

に
興
味
を
お
持
ち
の
方
の
集
ま
り
で
、
月
に
一
回
（
基
本
的
に
は
第
四

金
曜
日
の
十
四
時
よ
り
二
時
間
程
度
）
会
議
で
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
の

編
集
の
他
、
地
域
の
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
会
費
は
無
料
で

す
し
、
楽
し
く
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
栄
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
ま
で
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
い
も
り
）  

 
 
 

いたち川や、源流を紹介するムービー 

  いかだ下りの学習をまとめたムービーを、 

   展示いたしました。 

本郷台小学校 4 年生 

 ４年３組では、総合的な学習の時間で、

栄区のいたち川の魅力を伝えるためにか

るたを作成しました。自分達がワクワクし

たことをかるたにして、みんなにいたち川

や栄区のことを好きになってもらいたい

との思いが込められています。少しずつ紹

介していきますので、楽しみにしていてく

ださい。 

 

い
た
ち
川
の
魅
力
を
伝
え
る
『ひ
か
り
か
る
た
』が
完
成
！ 

わくわく 
 
 



 

 
 

 
〇いたち川情報マップ（住宅地に隣接部地域） 

このマップには、現在の地名や施設の名前などの他に史跡などを記

してハイキングを楽しめるコースなどを紹介しています。 

自生する植物や生き物のイラストを入れた説明文と保全の大切さ

を課題として提起しています。マップ中の文章を紹介いたします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
８
０
号
発
刊
記
念
展
示
会
】 

 

楽
し
い
交
流
の
機
会
に
な
り
ま
し
た 

十
二
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
ラ
ウ
ン
ジ
タ
ッ
チ
ー
（
区

役
所
新
館
四
階
）
で
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
８
０
号
発
刊
記
念
展

示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

栄
区
が
戸
塚
区
か
ら
分
区
し
た
１
９
８
６
年
（
昭
和
六
十
一

年
）
当
時
の
い
た
ち
川
は
、
今
で
は
想
像
出
来
な
い
ほ
ど
、
投

棄
ゴ
ミ
や
生
活
排
水
で
汚
い
川
で
し
た
。『
わ
が
町
の
い
た
ち
川

を
助
け
た
い
』
と
い
う
願
い
か
ら
、
栄
区
役
所
と
栄
土
木
事
務

所
の
声
掛
け
で
、
い
た
ち
川
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
隊
が
１
９
９
５

年
（
平
成
七
年
）
十
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。 

「
い
た
ち
川
情
報
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
か
ら
始
め
ま
し
た
。
今
回
、

情
報
マ
ッ
プ
を
掛
け
軸
に
仕
立
て
て
展
示
し
ま
し
た
。 

「
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
」
は
１
９
９
７
年
９
月
創
刊
で
す
。
二

十
年
余
の
現
在
ま
で
、
８
０
号
の
刊
行
に
至
り
ま
し
た
。 

「
い
た
ち
川
の
植
物-

生
き
物-

鳥-

２
級
河
川
い
た
ち
川
」
の
映

像
上
映
。
展
示
内
容
は
創
刊
号
の
拡
大
コ
ピ
ー
や
、
版
画
の
原

本
。
全
号
を
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の
。
い
た
ち
川
百
景
（
絵
）。

昭
和
三
十
年
頃
の
栄
区
の
開
発
以
前
の
地
図
と
航
空
写
真
、
近

年
の
地
図
。
昭
和
四
年
の
資
料
「
神
奈
川
県
鎌
倉
郡
本
郷
村
地

番
反
別
入
図
」
。
区
民
か
ら
の
写
真
に
よ
り
栄
土
木
事
務
所
が
制

作
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
。
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
の
は
く
製
２
頭
な
ど
。

本
物
の
イ
タ
チ
を
初
め
て
見
た
と
い
う
小
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
イ
タ
チ
の
注
釈
に
、「
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
タ

ッ
チ
ー
く
ん
が
２
本
足
立
ち
し
て
い
ま
す
。
イ
タ
チ
は
用
心
深

く 

ま
わ
り
を
見
回
す
『
目
蔭
（
ま
か
げ
）
』
と
い
う
習
性
が
あ

り
ま
す
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

栄
区
に
ぴ
っ
た
り
の
ポ
ー
ズ
で
す
ね
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

◎
西
本
郷
小
か
ら
は
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
筏
」
２
㍑
×
１
９

６
個
を
使
っ
た
筏
の
現
物
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
の
オ
ー
ル
、

製
作
過
程
の
パ
ネ
ル
、
実
際
に
い
た
ち
川
に
浮
か
べ
て
人
が
乗

っ
て
い
る
様
子
の
映
像
な
ど
。 

 

◎
飯
島
小
か
ら
は
、
「
さ
か
え
区
の
田
ん
ぼ
の
生
き
物
た
ち
」

校
庭
や
教
室
の
水
槽
で
飼
育
し
て
い
る
ウ
ナ
ギ
・
ヌ
マ
ガ
エ

ル
・
ツ
チ
ガ
エ
ル
・
イ
シ
ガ
メ
・
ク
サ
ガ
メ
な
ど
。 

◎
本
郷
台
小
か
ら
は
、
「
い
た
ち
川
の
生
き
物
た
ち
」「
い
た

ち
川
の
今
と
昔
」
、
「
い
た
ち
川
か
る
た
」
な
ど
。 

面
白
く
て
楽
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

い
た
ち
川
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
隊
は
い
た
ち
川
を
テ
ー
マ
に
し

た
区
内
の
小
学
校
の
総
合
学
習
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
、
区
長
か
ら
「
よ
う
こ
そ
、
栄
区
役

所
に･

･
･

」
と
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
タ
ッ
チ
ー

く
ん
も
登
場
、
子
ど
も
た
ち
に
栄
区
役
所
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 （

う
め
お
き
な
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◇ 横 堰（よこぜき） 

 瀬上沢の水を利用する為に堰を設けて、その横には素掘りの

トンネルを掘って南側の水田に水を導いていました。 

 江戸時代の後期“天明の大飢饉”（1782 年から 5 年間）の後

で瀬上池等を造り、その水の利用導水路を設けたと言われてい

ます。地表面には、化石群を見ることが出来ます。 

初版「いたち川情報マップ」の紹介 第 8 弾!! 
平成８年（今から 22 年前）に初版 

「いたち川情報マップ」発行！ 

いたちかわらばん 71 号から順次紹介 

しています 

◇ 栄区には昔は製鉄所が!! 

 瀬上沢の谷戸の下流部分の字名は“深田”と言い深い沼地でそ

の丘陵部（現在栄高校）には製鉄遺跡（たたら製鉄）が群存して

いました。その下流の字名は“石原”と呼ばれ、鉄滓（カナクソ）

が上川（瀬上沢）から下川（いたち川）に石ころが散乱していた

ことからその名前が付いたようです。 

 いたち川周辺には、砂鉄、石灰岩が産出された形跡があります。 

◇ 押切橋 

 上川（瀬上沢）と下川（いたち川）との高低差は 7ｍ位あり、度々

堤防を押し切って下川に流れ出したことから押切橋の名の由来で

あると言われています。橋際の家屋は 10 数年前までは路面と屋根

の高さが同じ位でした。現在は埋戻して建て替えております。 

82 号は、いたち川情報マップの紹介を継続して中流域
の解説いたします。 

            （水・人・子）       

◇ 川のトンネル 

2 級河川本体がトンネルとなって民家の下を潜っているのは大

変珍しい状態です（現在は河川用地になっています。）これは、

瀬上池が作られた時代に農業用地を増やす目的で川のバイパ

スを造って、河川敷を耕作地としたための名残です。 

 

證菩提寺 

東上郷町 

尾月 

音坂橋 

千載橋 

岐橋 

思金神社 

押切橋 尾 月

中島橋 

犬山小学校 
（現在上郷小学校） 

上郷高校 
（現在栄高校） 

紅葉橋 

遊水地 
ゴルフ練習場 

上郷中学

光明寺 

上之町 

犬山町 
上郷市民の森 

カヤの大木 

横せき 

川のトンネル 

長屋門 

◇上郷市民の森 

 頂上は展望が開けた広場となって、住宅地を一望できるほ

か遠方には富士山、箱根、丹沢連山を眺めることが出来ます。

現在では、いたち川周辺は“石原の水辺”となっておりそこ

に至る道筋には初夏にはアジサイが咲き乱れ散歩する人を

楽しませています。 

◇長屋門 

 数少ない田んぼが残っており、その横には長屋門がありま

す。土手にはヒガンバナが咲き、昔は川が回り込み「新川の

せき」があり、田んぼに水を揚げていました。 

 現在は“坊中の水辺”として公園になっています。水辺に

は野鳥の写真を撮る人が集まりカメラの列が出来ています。 

（ 西 本 郷 小 学 校 の 展 示 ）

 

（ 飯 島 小 学 校 の 展 示 ） 

 
（ 本 郷 台 小 学 校 の 展 示 ）
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